
  

 

 

 

 

日常生活から「人権感覚」を高める！～傍観者ゼロへ～ 
古川中学校では、誰もが自分と仲間の心と身体を大切に

し、あったかい人間関係を創り上げることで、安心・安全に

学校生活を送ることができるよう、毎日の授業や学校行事、

諸活動を進めています。今月（１１月）は、７月の「人権週

間」に引き続き、「傍観者ゼロ、ありがとうがあふれる古川

中」をスローガンとして、「ひびきあい活動」を行い、学校

全体で人権感覚をより高める取組を実施しました。 

◎「ひびきあい活動」で、人権感覚をより高める！ 

【人権アンケート 10/23 → 人権道徳① 11/4】 

１０月に行った「人権アンケート」をもとに、人権道徳①

は、「私のいもうと」を題材とし、いじめの悲惨さと「傍観

者がいること」がいじめを助長していることと、命をうばっ

てしまうことにつながることを理解しました。「傍観者ゼ

ロ」・「ありがとうであふれる古中」に向けて、各自・各学級

が強い決意で「人権週間」を迎えました。 

【人権週間 11/5 ～ 11/11】 

 この期間、「人権強化週間」として人権道徳①で確認したスローガンを全員が意識して

取り組みました。この後、人権道徳②（11/11）で「誰もが安心して笑顔で過ごせる真の

仲間関係」を創るために大切なこと・必要なことを確認しました。 

【ひびきあい集会 11/12】 

 縦割り班に分かれて、人権週間における自分や学級の取組、他学年の取組を交流しま

した。どの生徒も「傍観者ゼロ」「思いやりの行動」の大切さと、「古中生徒会宣言」を再

確認したことを、自分事として、考え行動することを強く意識できました。 

◎「人権感覚を高める」を、この期間だけで終わらせない！ 

 今年度も行事や集会等で、「中学 3年間は、あっという間に過ぎていく。そんな大切な

時間に、人を下に見たり、差別したり、いじめたりする暇（時間）はない！」と話してい

ます。学校では、毎日の活動の中で、仲間との関わり合い

を、地域（マイプロ）では、多くの方々とのふれあいを大切

にしています。生徒たちが、こうした時間（場面）におい

て、相手のことを考え思いやること、言葉遣いなど丁寧に

対応することを実体験することで、いじめや差別をしない

（許さない）という人権感覚を高め、強い心（レジリエン

ス）の育成につながると信じています。 

 １１月号 

令和７年１１月２７日 自主・自律・協働 せせらぎ 

古川中学校だより 
合い言葉：ともに創る 

育てたい資質能力：表現力・レジリエンス・創造力 

校長 中村 裕幸 

「ひびきあい集会」（カラートーク） 

他学年の仲間との意見交流 

「授業中の意見交流」 

自分の考えを仲間に伝える生徒 



【校区会だより】 

 今年度も校区会のご支援、ありがとうございます！ 
地域の皆様、日頃から本校の教育活動にご理解・ご協力

ありがとうございます。さらに、マイプロをはじめ地域活動にお

いて、生徒たちを支えてくださり、感謝申し上げます。 

さて、古川中学校校区会役員会は、６月の第１回に引き続

き、11月 2８日（金）に第 2回を実施します。今回は、役員以

外の各区長様にも学校施設の見学や授業参観に来校してい

ただく予定です。ここで皆様よりいただいた貴重なご意見を、

本校の教育活動全般に活かしていきたいと考えています。 

なお、校区会では、古川・河合・宮川地域のすべての世帯の方にご協力をお願いし、皆様から

いただいたご厚意（一世帯 400 円）を生徒（学校）の様々な活動や環境整備等に使わせてい

ただいております。おかげ様で、よりよい環境の中で充実した活動を行うことができています。誠

にありがとうございます。以下、校区会でご援助いただいた主なものを報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

体育祭応援団席 

表現の幅が広がり、各団と

も自分達らしい表現をするこ

とができました。 

 

駅伝部等へ補助 

駅伝やスキー等の部活に

取り組む生徒たちに使わせ

ていただきました。 

各部活動へ補助 

各部に補助をいただきま

した。練習・大会等に使わ

せていただいています。 

合唱祭パネル材料費 

美術部の力作が合唱祭の機

運を盛り上げます。（合唱祭

当日に披露します。） 

図書館本のカバー 

図書館の本を汚れや破れか

ら守ってくれるカバーを業者

にお願いしました。 

業者テストの購入 

全国水準の問題でテスト

を実施し、学力向上を図る

ことができました。 

今後、校区会費は、「マイプロジェクト」、「学習・生活環境の整備」、「卒業式等

の学校行事」等の必要経費で、大切に使わせていただく予定です。 

6/26「第１回校区会役員会」の様子 



【安心・安全を基盤とした、魅力ある学校づくり】 

○1年生「避難所運営訓練」～防災の学びを活かし、地域人として貢献！～ 
 １１月１５日（土）、1年生は、岐阜県・飛騨市指定「学

校安全総合支援事業」の一環として、「避難所運営訓練」

に参加しました。これは、昨年度の「設営訓練」に引き続

き、学校を避難所として位置づけ、震災が起きて５日目と

いう想定で、各種訓練を実施しました。 

当日は、（一社）避難所・避難生活学会、（特非）レスキ

ューストックヤード、市役所危機管理課・教育委員会、市

防災士会、南吉城調理師会、折長ダンボール㈱、柏木工㈱、

㈱ニード等、多数の企業や地域の方々のご支援によって開催されました。 

生徒たちは、前期に学んだ防災の知識・技能を活かし、災害が起きた際に「やらなけれ

ばならないこと」等を本物に近い形で体験しました。今後、予測できない災害に対して、

生徒が防災を自分事として、地域の一員として避難所運営等に関わることができるよう、

地域人としての活躍を期待しています。なお、訓練には、吉城高と飛騨神岡高の高校生

がグループリーダーとして参加し、地元２４区の区長さんをはじめ住民の皆様を各ブー

スに案内しました。本校２年生６名も、昨年度の設営訓練の経験を活かし、各ブースの

補助等、様々な仕事を積極的に行いました。（１２月、生徒たちは、「防災マイプロアウト

プット」を各保育園や小学校、高齢者施設で行う予定です。） 
 

○２年生「職場体験リターンズ」実施！  

２年生は、職場体験後に、再び働かせていただく「職場体験リターンズ」やイベント・

行事にボランティアとして参加する「地域貢献活動」に取り組んでいます。１１月３日（月

祝）、まつり広場では「三蔵まいり」が、８日（土）、文化交流センターでは「はいからマルシェ」

が開催されました。どちらも主催者から、中学生に参加依頼があったもので、３年生と共

に大活躍しました。「三蔵まいり」は、物品販売のお手伝

いやまつり会館ガイドなど、多くの観光客に対して、丁寧

な言葉遣いや態度で「おもてなし」ができました。「マル

シェ」では、幼児や園児、小学生に「楽しんでもらおう」

という思いやりの姿勢がたくさん見られ、イベントの後片

付けまでやり切り、主催者から「ありがとう。助かりまし

た。」「来年もお願いします。」とお言葉をいただきました。 

（特非）レスキューストックヤード 

代表理事 栗田 暢之 氏 講話 

パーテーションの説明を受ける   防災食の運搬を手伝う 段ボールベッドを組み立てる 

２年生「三蔵まいり」商品説明の様子 



１２月の行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 校内行事 下校時刻 部活 
河合 

宮川 

1 月  15:00 ×  

2 火  16:00 ○  

3 水 合唱祭準備 16:00 ×  

4 木 合唱祭 12:15 ×  

5 金  16:00 ○  

6 土 探究フェス（古川町コミュニティセンター）   ○ 

7 日     

8 月  15:00 ×  

9 火  16:00 ○  

10 水 新入生半日入学 16:00 ○  

11 木 委員会（短縮日課） 16:00 ×  

12 金 ３年実力テスト 16:00 ○  

13 土    ○ 

14 日     

15 月  15:00 ×  

16 火 ３年租税教室 16:00 ○  

17 水 
２年台湾交流 

MSJ 活動 
16:00 ○  

18 木 
２年職業シンポジウム 

３年アルプス薬品出前講座 
16:00 ×  

19 金 
１年のりくら SDGｓチャレンジ 

３年アルプス薬品出前講座 
16:00 ○  

20 土    ○ 

21 日     

22 月 職員会議 15:00 ×  

23 火  16:00 ○  

24 水  16:00 ○  

25 木 大掃除 16:00 ×  

26 金 せせらぎ集会 15:00 ×  

27 土 冬季休業日開始    

28 日     

29 月     

30 火     

31 水     

冬季休業日 R7.12/27（土）～R8.1/12（月） 

 

１１月１８日（火） 、今年度２回目の「命を守る訓練」を実

施しました。今回は、校舎内で火災が起きたことを想定し、

「自分の命を守るための適切な行動について考え行動する

ことができる」をねらいとしました。 

朝の会で生徒に事前指導をおこなった上で、昼休みに訓

練を行いました。今自分のい 

る場所と放送から知らされ 

る火災発生場所、避難場所 

から安全なルートを各自で 

判断して避難しました。どの 

ルートからも落ち着いて行 

動する姿が見られました。 

 

 

【人権作文コンテスト 飛騨地区大会】 

入選（協議会長賞）    １年 新井 希音 

【第２1回飛騨市文芸祭】 

○短歌の部  飛騨市教育長賞    ２年 洞口 七海 

岐阜県歌人クラブ賞 ２年 松本直太朗 

岐阜新聞社賞      ２年 眞野 楓愛 

秀作４名、 佳作４名、 奨励賞７名 

○俳句の部  俳人協会岐阜県支部賞  ３年 岩佐 悠衣 

秀作３名、佳作６名、 奨励賞４名 

【第９３回全国書画展覧会】 

○書写の部  金賞    ２年 井端 結衣 

銀賞    ２年 加藤 環 

【飛騨市×台湾新港郷平和の絵画コンテスト】 

金賞    ２年 森下 桃  

銀賞    ２年 鬼頭 奈那 

銅賞    １年 山腰 紅葉 

コンクール・作品展等の表彰 

自分の命は自分で守る 

 

寄贈 ありがとうございます 
㈱ナウエ様より、温湿度計を寄贈して 

いただきました。各教室に設置し、生徒 

の健康管理に活用させていただきます。 

１１月７日（金）、助産師の長田直子氏を講師に、3年生を

対象に「命の授業」を行いました。長年の助産師経験から、

たくさんの妊婦さんや赤ちゃん、そして家族の方々と出会い、

その出会いから感じる「生 

きるとは」をテーマに、これ 

から義務教育を終え、ひと 

り立ちをしていく中学３年 

生に語っていただきました。 

健康教室「命の授業」 


